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生涯研修プロ グラム 「症例 か ら学ぶ」
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子宮破裂

東北 大学教授 木 村 芳　 孝

　子宮破裂は まれ な疾患で あ るが ， 発症す るとき

わ め て 重篤で 児の 生 命予後に 関わ るば か りか母体

死亡 に至る場合が ある，診断の 迅速性 ， 的確性が

求 め られる 疾患で ある．要因 と して ， 子宮手術の

既往や 分娩誘発， 多胎 ， 子宮奇形 などがあげ られ

る．典型的な経過 として は
， 収縮輪の 上昇や硬直

性 収縮 な どの 過 強陣痛や破裂感な ど の 症状の あ

と
， 急速に胎児徐脈 ， 母体 シ ョ ッ ク ， DIC に至 る と

考えられ て きた． しか し， 近年 ， 帝王切 開の 適応

の 増加に伴 い
，

こ の ような典型的な子 宮破裂だけ

で は な く， 分娩中の 突然の 胎児徐脈や分娩直後の

母体 シ ョ ッ ク に よ り発症する無症候性子宮破裂が

しば しば見 られ る よ うに な っ て きた．

　今回は
，
10施設の 病院 にア ン ケ

ー ト調査 を行い

過去 20年 間の 分娩 （約 1万 1，000例）に 対 し子宮

破裂 を典型例 と非典型例 に分け調査した，これ ら

の 基幹病 院で の 子宮破裂 の 発 症 は昭和 60 年か ら

平成 6年 まで の 10 年 間で 7 例 と ， 平成 7 年か ら平

成 16 年 の 10 年 間 の 6 例 と ほ ぼ 同 じ 頻 度 （約

O．Ol％）で あ っ た．しか し ， 前半 10年で は ， 少数 の

施設にか たよ っ て典型例の 子宮破裂が多 く見 られ

たの に対 し， 後半 10年で は ， 分娩数の 比較 的多い

地方の 中核病院に非典型例が 散発 的に発生す る と

い う違 い が見 られ た．非典型例で は児の 生存が 2

例あ っ たもの の
， 他 は発症時 または新生児期に死

亡 して い た．こ れ も典型例 と同様に重篤で あ り慎

重な管理 と迅速 な対処が必要 と考え られ た．こ れ

らの 症例の 中か ら， 非典型例 6 例に焦点を当て 文

献的考察を加え背景要因 を探 りた い ．

常位胎盤早期剥離

京都 大 学助手 由 良 茂　 夫

　常位胎盤早期剥離 は日常臨床で しばしば遭遇す

る重篤な合併症で あ り， 胎児の みな らず母体の 生

命を脅かす産科救急疾患で ある．
一
例を提示する，

28歳の 未産婦で 妊娠 27 週 に て突然持 続性 の 下腹

部痛を自覚し ， 数時間後よ り多量 の 性器出血 を認

めた ．来院時意識は清明なるも顔面蒼 白で あ っ た．

すで に胎児は死亡 し，超音波上胎盤付着部に血腫

を認めたた め ， 常位胎盤早期剥離と診断 した．母

体の シ ョ ッ クや DIC を予 防する ため に輸血，凝 固

因子 の 補 充 を 行 い つ つ
， 出血 源 で あ りDIC の

フ ォ
ーカス とな る胎盤 ， 胎児 の 速や か な娩 出 を

図 っ た．子宮口 は未開大で あ っ た た め ， メ トロ イ

リ ン テ ル を挿入 し ， プ ロ ス タグ ラ ン ジン F2、に て

陣痛誘発 し ， 開始後約 6時間で 1
，
020g の 死児を娩

出 した．胎 盤娩出時に約 1
，
000g の 血腫を排出した

が ， その 後出血 は減少し ， 産褥 2 日目以降に全 身

状態 も改善した ．常位胎盤早期剥離で胎児死亡 と

なっ た場合 ， わが国で は発症後 6時 間以上 経過す

る と DIC 発 生頻度が増加す るこ と な ど を理 由に

早期の 帝王切開術 が勧め られ て い る が ， 米国で は

外出血が制御 困難の 場合や経腟分娩が困難な場合

を除い て 原則経腟分娩 とされ，取 り扱 い は
一
致し

て い ない ．当科で は「DIC の 懸念 され る症例 に新た

な出血創 ， 組織傷害を生 じさせ ることは好 ましく

ない 」と考え ， 保存的治療に よ り DIC の 進行を抑

制 しつ つ 原則経腟分娩 を行 っ て い る ．自験 例を含

め ， 常位胎盤早期剥離の 取 り扱い を考察する．
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